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                 成 果 の 概 要 

 

 私は 22nd EUROPEAN COLLEGE OF SPORT SCENCE でオーラル発表を行った。英語が苦手であっ

たため、出国する前から英語の勉強や話す練習を行い、英語に対する耐性をつけるところから

始めた。研究室にいる留学生とも英語でのディスカッションを繰り返し徐々にではあるが、英

語に慣れ学会を迎えることが出来た。 

 学会では、様々な国、バックグランドを持った方々が集まっていた。そのため、様々な視点

から考えられた研究が多くあった。中でも私はサッカー選手に関する研究を行っているため、

サッカー選手関連の研究を多く見学した。同じサッカー選手を対象にする研究でも、私は大学

生でやっているのに対して、ヨーロッパで行われている大会のトップクラスの選手たちを対象

とする研究や、ワールドカップを対象にしている研究もあり、非常に興味深かった。高いレベ

ルで行われている研究の発表を実際に見ると、自分への刺激にもなり、より深い内容の研究を

行いたい、という気持ちが芽生えた。また、発表者へ質問することで新たな視点を見つけられ、

自分の研究への応用へつながると考えられる。そのため、私は積極的に質問するようにしてい

た。質問により、発表だけでは分からない研究の背景や考えが見えてきて、さらに興味深くな

る研究もあった。 

 私は、傷害とサッカー選手の身体的特徴との関連性について発表を行った。発表に対して３

つの質問があった。１つ目は、測定した項目についての測定方法の詳細を知りたいという質問。

２つ目は、傷害の種類の内訳を聞かれ、さらに統計解析に対しての提案をしていただいた。３

つ目は、傷害が利き脚で多いのか、非利き脚で多いのかという質問だった。１つ目と３つ目に

関しては、研究室内でディスカッションをした際にも出ていた意見だったが、２つ目は、考え

ていなかった意見だった。確かに、今回の研究では研究計画の段階から甘かった部分の指摘だ

ったため、今後の研究に活かせるものだった。研究室以外での自分の研究に対するディスカッ

ションをする機会はなかなか無いのに加えて、よりレベルが高く臨床で活躍している方々の意

見を頂けて、貴重な経験となった。発表のタイミングでは時間制限もあったため、質問は以上

となったが、発表終了後にも何人か声をかけていただき、より内容の濃いディスカッションを

行うことが出来た。また、発表内容からアジアで行われる他の学会へ紹介して頂いたり、と様々

な収穫があった。 

 日本の学会へは行ったことがあったが、国際学会は初めてだったため、緊張が大きかった。

しかし、英語自体に慣れてくると、発表されている研究は国内の学会よりも濃い内容で行われ

ているものが多く、勉強になることが多くあった。内容一つとってもそうだが、測定方法にお

いても違う方法でやることで信頼性の高いものになり、統計解析においてもより優先すべき方

法で行っていて、発表の一つ一つが聞き逃せない情報だった。 

 今後の自分の研究における課題も見つけることが出来た。まずは研究計画の段階からより綿

密に行うことが第一であると思った。当たり前のことではあるが、疎かにしてしまうと後々に

ずれが生じてきてしまうため、研究を行う上で一番重きを置かなければいけない部分だと感じ

た。また、研究結果における考察を考える時にも様々な視点からの考察を考慮しなければいけ

ない。今までは、有意差の出た結果との関連しか見ていなかったですが、それ以外の関連する

要素も考慮しなければいけない、と感じた。本研究であれば、観察研究であり、マクロな面で



見て研究であるが、よりミクロな面で見たバイオメカニクス的な面からの考察も深められると

より良い研究になった、と考えられる。また、傷害との関連性を見るために、傷害を分類して

統計解析を行う必要があった。この見解は国際学会で発表を行い、ECSS という多くのバックグ

ランドを持つ方々が集まる学会で意見をもらうことで発見できたものである。 

 総じて今回の学会発表で自分が成長できたと感じる。研究に関してはもちろんのこと、英語

に関しても、コミュニケーションに関しても今まで経験できなかった貴重な経験を積むことが

出来た。今までどれだけ小さなコミュニティにいたかを気づくことが出来、さらに広い世界を

見ることが出来たことは、今後の私自身に良い影響を及ぼすだろう。今回の学会のすべての経

験を糧に、今後の研究や生活をより一層厚みのあるものにしていきたいと感じた。 


